
発行日／平成26（2014）年11月2日 

　
広
島
県
議
会
は
、
九
月
定
例
会
を
九
月
十

八
日
か
ら
十
月
三
日
ま
で
の
十
六
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
八
月
豪
雨
災
害
に

係
る
応
急
対
策
等
百
五
十
四
億
七
百
万
円

を
含
む
「
平
成
二
十
六
年
度
広
島
県
一
般

会
計
補
正
予
算
」
や
「
就
学
前
の
子
ど
も
に

関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
、「
広
島
市
に

お
け
る
局
地
的
な
豪
雨
に
伴
う
災
害
対
策

を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
、
二
十
九
議
案
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
可
決
並
び
に
同
意
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、「
平
成
二
十
五
年
度
決
算
認
定
等
」

に
つ
い
て
は
、
九
月
二
十
六
日
に
設
置
し
た

決
算
特
別
委
員
会
で
閉
会
中
に
継
続
審
査

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、
防
災
・
減
災
対
策
、

教
育
問
題
、
女
性
の
就
労
対
策
、
中
山
間
地

域
の
振
興
な
ど
の
県
政
が
直
面
す
る
諸
課

題
に
つ
い
て
、
十
二
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に

お
い
て
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
な
ど
に
つ
い

て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

● 平成26年度補正予算 … 
● 平成25年度決算等  
● 条例案 …………………… 
 
 
 
● 人事案件 ………………… 
 
● その他の議案 …………… 
● 意見書案 ………………… 
 
● 請願 ……………………………… 

一般会計2件、特別会計4件 
一般会計・特別会計1件、企業会計1件 
就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な
提供の推進に関する法律に基づく幼保連携型認定
こども園の設備及び運営に関する基準を定める条
例など7件 
広島県教育委員会委員の任命の同意について 
1件 
工事請負契約の締結についてなど9件 
広島市における局地的な豪雨に伴う災害対策を求
める意見書など6件 
集団的自衛権の行使容認「閣議決定」の撤回等を
求める意見書採択を求める請願など3件（不採択） 

可決 

可決 

可決 

継続審査 

同意 

可決 

8月豪雨災害に伴
い、緊急に対応す
る必要がある応急
対策、被災者支援、
災害復旧事業や
「ひろしま未来チャ
レンジビジョン」
の原動力となる取
り組みなど、総額
250億8,100万
円の補正予算を可
決しました。 

●平成26年度 
　広島県補正予算 

●就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する 
　法律に基づく幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準を 
　定める条例の新設 
就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一
部改正に伴い、園舎の面積基準など、幼保連携型認定こども園の設備及び運営に
関する基準を定めた条例案を可決しました。 

竹原市重要伝統的建造物群保存地区（竹原市） 昭和57年12月16日に国の選定を受けた町並み保存地区では、江戸時代から昭和にかけての建築物の歴史的変遷を見ることができます。 
また、当地区でも撮影された連続テレビ小説「マッサン」が、現在放映されています。 

9月29日 

10月　1日 

各常任委員会 

決算特別委員会 

10月　3日 

9月22日 
 24日～26日 本会議　［一般質問など］ 

9月19日 全員委員会　［提案事項、決算の説明など］ 

9月18日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

9月29日開催 

本会議［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 

◆8月豪雨災害に係る対策 154億700万円 
●応急対策、被災者支援等（緊急に必要な物資の購入、
災害見舞金等） 

●新たな減災対策（減災に向けた取り組みの推進） 
●災害復旧事業（道路、河川、砂防施設、農地、治山施
設、県立学校等の復旧） 

●災害関連事業（砂防堰堤、急傾斜地崩壊防止施設等
の緊急的整備等） 

◆防災・減災対策の推進等 33億900万円 
防災対策の推進、インフラ老朽化対策の推進等 

◆「ひろしま未来チャレンジビジョン」の加速化 
　1億8,800万円 

フレキシブルスクール（仮称）の整備、女性の就業支援
や待機児童解消に向けた子育て支援、広島への定住促
進など 

豪
雨
に
よ
る
被
害
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
 

　
本
年
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
の
広
島
市
に
お
け
る
豪
雨
災
害
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
、心
か
ら
御
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、御
遺
族
と
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
、心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
県
議
会
は
、被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
を
初
め
と
し
て
、被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
が
図
ら
れ
る
よ
う
、県

当
局
と
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 



紙面の都合上、1人2問ずつ掲載しております。 
その他の質問等詳細は、ホームページのインターネット中
継を御覧ください。（4面に記載のアドレス参照） 
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本会議では、9月22日と24日から26日まで
の4日間にわたって12人の議員が一般質問
を行い、防災・減災対策、教育問題、女性の就
労対策、中山間地域の振興など、県政が直面
する諸課題について、県民の視点に立った論
議を展開しました。 

本会議では、9月22日と24日から26日まで
の4日間にわたって12人の議員が一般質問
を行い、防災・減災対策、教育問題、女性の就
労対策、中山間地域の振興など、県政が直面
する諸課題について、県民の視点に立った論
議を展開しました。 
紙面の都合上、1人2問ずつ掲載しております。 
その他の質問等詳細は、ホームページのインターネット中
継を御覧ください。（4面に記載のアドレス参照） 

出会いの環境変化
に対応し、

結婚を考えたり
婚活を行う

上で役立つ情報
を発信す

るとともに、新し
い時代の

『おせっかい役
』とし 

て、若者の結婚を
応 

援する社会環境
づく 

りに取り組む組織
。 

土砂災害防止法に基づき、県が

指定する土砂災害のおそれの

ある区域。そのうち住民に著し

い危険の恐れがある区域 

は特別警戒区域に指定 

され、県は開発を抑制 

し、建物等の移転を 

勧告できる。 

本年8月の広島市での豪雨災害を契機に、災害死をゼロにするという目標に向け、県民、 事業者、防災関係団体、 行政等が協働・連携して 取り組む県民運動。今年 度中にこの運動を促進す る条例を制定する予定。 

平均的な所得の
半分を下

回る世帯で暮ら
す18歳未

満の子どもの割
合を示す

子どもの貧困率
は、2012

年時点で過去最
高の16.3

％。とりわけ、ひ
とり親世

帯の子どもの
貧困率は

54.6％と最悪の
水準とな

っている。 

用語 
解説 

本県の平成24年の刑法犯
のうち再犯者は50.6％、
少年の再犯者は刑法犯少
年全体の39.0％を占め、
どちらも全国平均を上回っ
ている。 

言葉を音声ではなく手や指、身

体などの動きや顔の表情を使っ

て伝える言語。平成23年の障

害者基本法の改 

正により、法律 

上でも「言語」 

であることが 

明記された。 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は
行

政
の
責
務
で
あ
り
、
広
島
県
は
非

常
に
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
、
危
険

な
場
所
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
思
う
が
、
今
後
、

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
 

「
砂
防
ア
ク
ション
プ
ラ
ン
２
０
１
４
」

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、「
災

害
死
を
ゼ
ロ
に
す
る
」と
い
う
新
た
な
目

標
を
掲
げ
、県
民
を
初
め
、多
様
な
主

体
が
協
働
・
連
携
し
た「
広
島
県『
み
ん

な
で
減
災
』県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
を

強
力
に
展
開
し
、全
国
の
先
駆
け
と
な
る

「
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
」に
努
め
る
。 

「
結
婚
し
や
す
く
子
育
て
し
や
す

い
環
境
を
実
現
す
る
仕
組
み
」
を

速
や
か
に
構
築
し
、
県
内
に
若
者
を
定

着
さ
せ
て
、
人
口
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け

る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
 

「
ひ
ろ
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
、結
婚
に
関

す
る
様
々
な
情
報
発
信
や
、市
町
・
企
業

な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
結
婚
を
応
援
す

る
仕
組
み
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
と
、生
活
環
境
の
節
目
に
応

じ
た
働
く
女
性
の
支
援
を
一
体
的
に
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、若
者
か
ら
家
族
層
ま

で
幅
広
く
選
ば
れ
る
 

広
島
県
を
目
指
す
。 

吉井清介議員  
自民会議〈尾道市〉 

よし い きよ すけ 

西村克典議員  
民主県政会〈広島市安芸区〉 

にし むら かつ のり 

河井案里議員  
自民会〈広島市安佐南区〉 

かわ い あん り 

東
広
島
バ
イ
パ
ス
の
中
野
ＩＣ
か
ら

瀬
野
西
ＩＣ
ま
で
の
開
通
に
伴
い
、

国
道
二
号
と
の
合
流
点
で
新
た
な
渋
滞

が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、安
芸
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成

が
必
要
と
考
え
る
が
、完
成
に
向
け
て
現

在
何
が
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、国
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
の
か
。
 

一
部
地
域
で
は
、法
務
局
の
地
図

と
現
地
が
著
し
く
相
違
す
る
土

地
が
存
在
し
た
り
、地
権
者
の
事
業
協

力
が
得
ら
れ
な
い
等
に
よ
り
、用
地
取

得
に
時
間
を
要
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

早
期
完
成
に
向
け
、引
き
続
き
、広
島
市

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、国
に
強
く
働

き
か
け
を
行
う
。 

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、
砂
防
ダ
ム
等
の
ハ
ー
ド
整

備
と
と
も
に
、
住
民
自
ら
が
危
険
箇
所

を
知
り
、
み
ず
か
ら
避
難
行
動
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
対
策
も
重

要
で
あ
る
。
今
回
の
災
害
を
踏
ま
え
、災

害
時
の
速
や
か
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る

た
め
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
 

ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、
地
域
の
危

険
箇
所
を
い
ち
早
く
住
民
に
公

表
す
る
と
と
も
に
、こ
の
対
策
が
実
効
の

あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
命
を
守
る
行

動
や
普
段
か
ら
備
え
る
行
動
を
柱
と
し

た
、「
広
島
県
『
み
ん
な
で
減
災
』
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
」
を
展
開
し
、 

災
害
に
強
い
広
島
県
の
 

実
現
を
目
指
す
。 

危
険
な
区
域
か
ら
の
住
民
の
避

難
や
公
共
の
建
物
の
移
転
を
強

制
力
を
持
っ
て
勧
告
す
る
こ
と
や
、安
全

な
地
域
へ
の
強
制
移
転
に
伴
う
経
費
を

支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
 

強
制
力
を
持
っ
た
移
転
措
置
に

つ
い
て
は
、財
産
権
や
居
住
の
自

由
を
初
め
と
し
た
私
権
や
人
権
に
も
か

か
わ
る
こ
と
か
ら
、慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。仮
に
、十
分
な
移
転
補
償
を
行

う
こ
と
と
し
た
場
合
は
対
象
が
膨
大
な

数
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、財
政
的
に

も
大
き
な
負
担
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。 県

営
緑
丘
住
宅
や
同
様
に
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に
含
ま
れ
る

可
能
性
の
あ
る
県
営
住
宅
を
移
転
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、土
砂
災
害
か
ら
徹
底
的

に
県
民
を
遠
ざ
け
る
行
政
の
強
い
意
志

を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
る
の
か
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。
 

県
営
緑
丘
住
宅
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
、砂
防
ダ
ム
の
整
備
計
画
、

警
戒
避
難
体
制
の
状
況
な
ど
地
域
の
安

全
性
や
建
物
の
健
全
度
を
見
定
め
た
上

で
決
定
し
た
い
。ま
た
、他
の
県
営
住
宅

に
つ
い
て
は
、市
町
と
連
携
し
な
が
ら
入

居
者
へ
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、警

戒
避
難
体
制
等
の
整
備
状
況
な
ど
を

勘
案
し
、今
後
の
対
応
を
個
々
に
検
討

す
る
。 

子
ど
も
の
貧
困
は
深
刻
な
現
状

で
、
具
体
策
が
急
務
で
あ
る
。
新

た
に
策
定
す
る
「
こ
ど
も
夢
プ
ラ
ン
」
の

中
で
、
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
対
応
の
理
念

を
ど
の
よ
う
に
具
体
化
す
る
の
か
。
ま
た
、

実
効
性
の
あ
る
政
策
と
し
て
具
体
化
し

て
い
く
た
め
、
ま
ず
は
貧
困
状
態
に
置
か

れ
た
子
ど
も
の
把
握
を
き
ち
ん
と
行
い
、

行
政
と
し
て
正
面
か
ら
取
り
組
む
姿
勢

を
示
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

本
年
八
月
に
実
施
し
た
、ひ
と
り

親
家
庭
に
対
す
る
施
策
の
需
要

調
査
の
結
果
を
新
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る

な
ど
、福
祉
、教
育
、労
働
な
ど
幅
広
い
分

野
が
連
携
し
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

社
会
の
宝
と
し
て
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、貧
困
対
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
。 

女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
は
知
事
が

全
国
一
と
掲
げ
た
以
上
、
日
本
一

女
性
の
笑
顔
が
輝
く
広
島
県
を
目
指
し
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
さ
ら
に
促
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
所
見
を

伺
う
。
 本

県
の
活
性
化
に
は
女
性
の
活

躍
が
不
可
欠
で
あ
り
、そ
の
た
め

に
は
、
出
会
い
・
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
、
再
就
職
支
援
な
ど
、

働
く
女
性
へ
の
支
援
を
一
体
的
に
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。今
後
と
も
、日
本

一
女
性
が
働
き
や
す
く
、生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
広
島
県
の
実
現
を
目
指
す
。 

日下美香議員  
公明党〈広島市中区〉 

くさ か み か 

宮崎康則議員  
自民会議〈広島市佐伯区〉 

みや ざき やす のり 

山下真澄議員  
民主県政会〈福山市〉 

やま した ま すみ 

県
で
は
、五
日
間
の
職
場
体
験
や

き
め
細
か
い
就
労
相
談
援
助
を

柱
と
す
る
事
業
を
立
ち
上
げ
た
が
、今
年

度
で
終
了
の
予
定
で
あ
る
。
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
こ
の
事
業
を
継
続
し
、非

行
少
年
や
若
年
犯
罪
者
の
再
犯
を
防
止

す
る
取
り
組
み
を
持
続
的
な
も
の
と
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

こ
の
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、

非
行
少
年
や
若
年
犯
罪
者
の
受

け
入
れ
に
対
す
る
企
業
や
社
会
の
理

解
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
事
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
県
内
の
支
援
団
体
間
で
共
有
し
、

幅
広
い
就
労
支
援
活
動
に
生
か
し
て
い

く
。
事
業
終
了
後
は
、
成
果
と
課
題
を

検
証
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
く
。 

も
の
づ
く
り
産
業
の
現
場
を
支
え

る
人
材
を
供
給
す
る
工
業
高
校

の
役
割
は
今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
る
が
、

生
徒
の
技
術
・
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、

教
員
の
指
導
力
の
向
上
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、実
習
助
手
の
役

割
も
重
要
で
あ
り
、指
導
体
制
の
充
実
が

必
要
で
あ
る
が
、
あ
わ
せ
て
所
見
を
伺
う
。
 

教
員
の
自
主
的
な
研
究
組
織
で

溶
接
技
術
等
の
研
修
会
を
開
催

す
る
な
ど
実
践
的
指
導
力
の
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
昨
年
度
の
教
員
採

用
か
ら
、
民
間
企
業
等
で
の
実
務
経
験

が
あ
り
、専
門
的
な
技
術
・
技
能
を
有
す

る
人
材
を
確
保
し
て
い
る
。
今
後
と
も

実
習
助
手
を
初
め
す
べ
て
の
教
員
の
技

術
・
技
能
の
維
持
・
継
承
に
取
り
組
む
。 

聴
覚
障
害
者
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、聴
覚
障
害
が
あ
る
人
と
な
い

人
が
互
い
を
理
解
し
、共
生
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
築
く
た
め
、手
話
の

普
及
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
を
目
的
と
す
る
条
例
を
制

定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見
を

伺
う
。
 手

話
言
語
条
例
に
つ
い
て
は
、
国

や
他
団
体
の
動
向
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
調
査
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
映
像
へ
の
手
話
の

挿
入
な
ど
、
手
話
の
活
用
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
手
話
に
対
す
る
理
解
を
促

進
し
、
聴
覚
障
害
が
あ
る
人
に
対
す
る

社
会
的
な
障
壁
の
除
去
に
努
め
る
。 

家
庭
の
経
済
力
に
よ
っ
て
子
供
の

進
路
、
特
に
高
等
教
育
へ
の
進
学

率
に
は
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

少
な
い
所
得
で
は
高
額
な
教
育
費
の
負

担
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
最
大
の
原

因
で
あ
り
、
低
所
得
層
の
子
供
を
対
象
に
、

給
付
制
の
奨
学
金
を
創
設
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。
 

今
年
度
の
高
等
学
校
入
学
生
か

ら
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
広
島
県
高
校
生
等
奨
学
給
付
金

事
業
を
創
設
し
、
低
所
得
世
帯
の
教
育

に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。
現
在
、
国
に
お
い
て
こ
の
制
度
の

拡
充
が
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。 



中山間地域振興条例に基
づき、今後の中山間地域の
振興に当たって、県民、市町、
県が連携、協働しながら、
総合的な取り組みを進め
ていくための 
基本計画。今 
年11月に 
策定予定。 

1学年1学級規模
の県立高

校において、全
校生徒数

80人以上の確保
を目指し、

学校の活性化策
を検討 

するために、学校
関 

係者、地域関係者
 

等で構成する協
 

議会を設置。 

結婚・出産を機に離職した女性の職場復帰などの就業支援や、女性が安心して働き、子供を産み、育てられる環境を 整備するための子育 て支援など、男性や 
企業も対象とした 
総合的な県の取り 
組み。 

平成26年産米価
は前年よ

り2割程度下落し
た。24～

25年産米の在庫
水準が高

いため、今年度の
供給総量

が増加したことが
主原因と

され、稲作農家 

の経営悪化が 

懸念されて 

いる。 

国が平成25年に60歳以上の

男女に行った意識調査によると、

65歳を超えても働きたい人は

6割を超え、「働け 

るうちはいつま 

でも」と答えた 

人は約3割と 

なっている。 

特殊詐欺による被害を未然に防止するため、犯人のターゲットとなる可能性が高い高齢 者層を中心に直接電話を かけ、特殊詐欺の手口や 対処方法を紹介する などして、注意を 
呼びかける事業。 

県
立
佐
伯
高
校
な
ど
、
中
山
間
地

域
の
一
学
年
一
学
級
規
模
の
学

校
で
設
置
し
て
い
る
「
学
校
活
性
化
地

域
協
議
会
」
で
検
討
し
た
学
校
の
活
性

化
策
に
対
し
、
設
置
者
で
あ
る
県
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
の
か
。
 

本
協
議
会
で
検
討
さ
れ
、実
施

す
る
活
性
化
策
は
、高
校
に
期

待
す
る
役
割
を
も
と
に
、地
域
の
魅
力
や

資
源
も
生
か
し
な
が
ら
、生
徒
、保
護
者

の
ニ
ー
ズ
や
進
路
希
望
に
こ
た
え
る
も
の

で
あ
る
必
要
が
あ
る
。県
教
委
に
お
い
て
、

市
町
や
地
域
の
協
力
を
得
て
策
定
さ
れ

た
活
性
化
策
の
実
現
に
 

向
け
て
、必
要
な
支
援
 

を
検
討
し
て
い
く
。 

今
回
の
広
島
市
で
の
災
害
を
踏

ま
え
、
住
民
が
早
期
に
避
難
で
き

る
よ
う
、
市
や
町
に
お
け
る
体
制
及
び
対

策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

県
と
し
て
の
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
 

県
と
し
て
、
市
町
が
迅
速
に
初

動
体
制
を
と
れ
る
よ
う
、
県
内

四
一
〇
か
所
の
観
測
点
雨
量
な
ど
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
る
。
ま
た
、市
町
の
訓
練
に
県

が
参
画
し
て
評
価
・
検
証
し
、
実
効
性

を
高
め
る
支
援
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

来
週
、
市
町
長
を
対
象
と
し
、
役
割
や

意
思
決
定
方
法
な
ど
を
題
材
に
研
修

を
開
催
す
る
。
今
後
も
、
市
町
の
体
制

構
築
や
対
策
強
化
を
支
援
し
て
い
く
。 

安井裕典議員  
自民会議〈廿日市市〉 

やす い ひろ のり 

佐藤一直議員  
つばさ〈広島市中区〉 

さ とう いっ ちょく 

森川家忠議員  
自民会議〈竹原市・豊田郡〉 

もり かわ いえ ただ 

広
島
県
が
掲
げ
る
「
女
性
の
働
き

や
す
さ
日
本
一
」
の
趣
旨
と
目
指

す
姿
に
つ
い
て
、ま
た
実
現
に
必
要
な
関

連
施
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
 

趣
旨
は
、働
き
た
い
女
性
が
働
き

や
す
く
、
そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
結
果
、
本
県
経
済
の
活
性

化
に
資
す
る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
で

あ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
、待
機
児
童
の

解
消
に
お
い
て
は
保
育
所
の
計
画
的
な

整
備
や
保
育
士
の
確
保
、
保
育
ニ
ー
ズ

と
の
ミ
ス
マッ
チ
へ
の
対
応
な
ど
、保
育
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
児

童
対
策
な
ど
の
課
題
解
決
に
も
努
め
て

い
く
。 保

育
所
へ
入
所
可
能
な
三
歳
未

満
の
人
数
は
全
体
の
二
十
五
％

程
度
だ
が
、
働
き
た
い
女
性
は
五
割
を
超

え
、
施
設
を
二
倍
に
ふ
や
す
必
要
が
あ
る

が
対
応
し
て
い
な
い
。
具
体
的
に
ニ
ー
ズ

を
ど
う
把
握
し
、
ど
う
整
備
す
る
計
画

な
の
か
。
 

保
育
需
要
の
現
在
と
将
来
を
見

通
し
た
整
備
が
重
要
で
あ
り
、

待
機
児
童
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
人

数
も
含
め
、
地
域
ご
と
に
き
め
細
か
く

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

社
会
で
活
躍
す
る
女
性
の
増
加
に
伴
い

需
要
が
増
加
す
る
こ
と
も
想
定
し
つ
つ
、

三
歳
未
満
、三
歳
以
上
で
異
な
る
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
、
計
画

的
に
整
備
し
て
い
く
。 

人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向
か
う
た

め
、産
科
医
を
初
め
と
し
、過
疎

化
が
進
む
市
町
の
医
療
従
事
者
の
確
保

に
向
け
て
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
支
援

策
を
展
開
す
る
こ
と
が
急
務
だ
と
思
う
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
 

自
治
医
大
卒
業
医
師
を
中
山
間

地
域
の
公
的
医
療
機
関
へ
重
点

的
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
県
外
か
ら

の
医
師
の
招
致
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
広
大
病
院
に
初
期
臨
床
研
修
の

特
別
コ
ー
ス
を
設
け
、そ
の
育
成
に
努
め

て
い
る
。
さ
ら
に
、
広
大
等
に
ふ
る
さ
と

枠
を
設
置
し
、医
師
の
育
成
・
確
保
を
図
っ

て
お
り
、平
成
三
十
三
年
に
は
、中
山
間

地
域
等
の
医
療
を
支
え
る
医
師
が
百
人

を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。 

「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
2
0
1
4
」

の
終
了
後
も
、「
し
ま
の
わ
」
と
い

う
言
葉
が
、
地
域
活
性
化
の
合
言
葉
と
な

る
よ
う
支
援
を
お
願
い
し
た
い
が
、「
し

ま
の
わ
」
の
総
括
と
、今
後
の
瀬
戸
内
沿

岸
地
域
及
び
島
嶼
部
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
 

関
係
者
が
、
活
動
の
継
続
と
拡

大
を
行
う
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を

取
り
ま
と
め
て
共
有
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
来
年
度
以
降
は
、
担
い
手
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
や
交
流
会
の
開
催
、継
続
的

な
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
な
ど
を
関
係

市
町
等
と
一
体
と
な
っ
て
行
う
。
さ
ら
に
、

「
中
山
間
地
域
振
興
計
画
」
に
お
い
て
、

実
効
あ
る
施
策
展
開
に
つ
な
げ
て
い
く
。 

引
き
続
く
米
価
下
落
に
よ
り
、
厳

し
い
経
営
環
境
に
立
た
さ
れ
て
い

る
集
落
法
人
や
大
型
稲
作
農
家
に
つ
い
て
、

緊
急
の
減
収
・
減
益
対
策
や
政
府
へ
の
対

策
申
し
入
れ
も
含
め
、
稲
作
経
営
の
基
盤

を
維
持
・
強
化
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的

な
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。
 

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
米
の

生
産
や
大
規
模
栽
培
に
よ
る
低
コ

ス
ト
化
等
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
を
図
る
。

米
の
収
入
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、国
の
影

響
緩
和
対
策
に
加
え
、今
年
産
限
り
の
措

置
と
し
て
、米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
交

付
対
象
者
に
つ
い
て
も
一
定
の
補
て
ん
が

な
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。ま
た
、今
後
の

作
柄
や
価
格
動
向
等
に
よ
っ
て
は
過
剰
米

の
市
場
隔
離
等
の
緊
急
対
策
が
講
じ
ら

れ
る
よ
う
、国
へ
の
要
請
も
検
討
す
る
。 

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
円
滑

な
土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

開
発
許
可
の
基
準
や
運
用
の
緩
和
、
手

続
き
の
迅
速
化
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
見
直
し
が
可
能
か
伺
う
。
 

開
発
審
査
会
を
独
自
に
設
置
で

き
な
い
特
例
市
未
満
の
市
で
あ
っ

て
も
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
基
準
の
提

案
を
行
い
、県
の
開
発
審
査
会
が
認
め
た

場
合
は
、一
定
の
範
囲
ま
で
市
の
権
限
で
開

発
許
可
を
行
え
る
よ
う
制
限
の
緩
和
が
で

き
る
。県
と
し
て
も
、適
切
な
制
度
運
用
や

手
続
き
の
迅
速
化
に
早
期
に
努
め
て
い
く
。 

　木昭夫議員  
自民会議〈東広島市〉 

たか き あき お 

金口　巖議員  
民主県政会〈尾道市〉 

かな くち いわお 

山崎正博議員  
自民会議〈広島市安佐北区〉 

やま さき まさ ひろ 

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
の
た
め
、

警
察
で
は
ポ
ス
タ
ー
等
で
の
広
報

や
、防
犯
教
室
の
開
催
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

事
業
の
実
施
な
ど
、関
係
機
関
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
る
が
、被
害
は
日
々
増
加

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、抑
止
と
検
挙
の

両
面
で
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
 

県
警
で
は
本
年
二
月
に
「
広
島

県
警
察
特
殊
詐
欺
対
策
推
進
本

部
」
を
設
置
し
、抑
止
対
策
と
し
て
、広

報
の
ほ
か
、水
際
で
被
害
を
食
い
と
め
る

た
め
の
金
融
機
関
と
の
連
携
や
、
検
挙

対
策
と
し
て
、
電
話
を
か
け
る
犯
人
等

の
検
挙
を
き
っ
か
け
に
し
た
犯
行
グ
ル
ー

プ
の
組
織
全
体
の
壊
滅
に
 

取
り
組
ん
で
い
る
。 

現
在
、
政
府
で
検
討
中
の
外
形
標

準
課
税
の
適
用
拡
大
等
が
実
行

さ
れ
た
場
合
、
県
内
中
小
企
業
の
活
力

低
下
を
招
き
、
県
内
経
済
や
雇
用
へ
の
多

大
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、

国
に
対
し
て
、
中
小
企
業
に
配
慮
す
る

よ
う
、
県
も
働
き
か
け
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
 

法
人
課
税
の
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
と

成
長
力
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
な
い
よ

う
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
た
め
、本

年
五
月
に
全
国
知
事
会
を
通
じ
て
、そ

の
旨
要
請
し
た
。
今
後
も
全
国
知
事
会

や
中
国
五
県
と
連
携
し
な
が
ら
、国
に
対

し
て
働
き
か
け
た
い
。 

土
砂
災
害
か
ら
の
復
興
が
速
や
か

に
進
む
た
め
に
は
住
民
の
意
見
を

尊
重
・
集
約
し
た
復
興
計
画
が
つ
く
ら
れ

る
必
要
が
あ
り
、広
島
市
に
助
言
や
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、復
興
に
は
国
や
県
の

事
業
も
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、県
が
国
に

声
を
か
け
て
、と
も
に
復
興
計
画
づ
く
り

に
参
画
し
て
は
ど
う
か
。
 

国
・
県
・
市
で
構
成
す
る
砂
防
治

山
連
絡
会
議
で
、
防
災
施
設
整

備
の
役
割
分
担
と
事
業
調
整
に
加
え
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
事
業
上

の
課
題
の
確
認
・
調
整
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
住
民
説
明
会
な
ど
で
伺
っ
た
意

見
や
要
望
を
防
災
施
設
整
備
の
計
画
に

反
映
す
る
と
と
も
に
広
島
市
の
「
復
興

の
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
の
整
合
を
図
っ
て
い
く
。 

就
労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
は
多

く
、
福
岡
県
で
は
「
七
十
歳
現
役

応
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
高

齢
者
の
就
労
促
進
に
熱
心
で
あ
る
。
高
齢

者
の
就
労
促
進
は
、
今
後
深
刻
に
な
る
労

働
力
不
足
を
補
う
と
い
う
観
点
か
ら
も

重
要
で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。
 

社
会
・
経
済
の
担
い
手
と
し
て
高

齢
者
が
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
が
重
要

で
あ
り
、
高
齢
者
雇
用
の
先
進
事
例
な

ど
情
報
提
供
の
拡
充
や
、
よ
り
き
め
細

か
な
相
談
対
応
に
よ
る
高
齢
者
と
企
業

と
の
マッ
チ
ン
グ
な
ど
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。 



ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局政策調査課でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。 

ホームページ 

…「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。 

…本会議と委員会の会議録が登録されています。 

…本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。 

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52
広島県議会事務局　政策調査課 

10月3日議決 

○政治家が選挙区内の人にお金や物を贈る
こと（会費などを、他の住民よりも多く支払
うことなども含みます。）は、法律で禁止さ
れています。また、有権者が寄附を求める
ことも禁止されています。 

○違反して処罰されると、公民権停止の対象
となります。 

●政治家は有権者に寄附を贈らない! 
●有権者は政治家に寄附を求めない! 
●政治家から有権者への寄附は受け取らない!

県民福祉の向上のため、国会や
関係省庁等に提出し、その実現を
図るよう要望しました。 

9月26日に、17人の委員で構成される決算特別委員会を設置しました。 
平成25年度決算について、9月定例会閉会後、約2カ月間審査を行い、12月定例会で審
査結果が報告され、議決されます。 本紙「ひろしま県議会だより」

や、広報番組「ひろしま県議会
ダイジェスト」の企画・編集を
行っています。 

　本県議会では、平成26年8月19日から8月20日の広島市における局
地的な豪雨に伴う災害発生直後に、知事に対し早期災害復旧に向けた緊急
要望を行いました。28日には、現地の状況を確認するため、建設委員会を
臨時に開催し、被災状況を聴取するとともに現地調査を実施しました。こ
の調査を踏まえ、9月8日に、あらためて議長から知事に広島市の土砂災害
被災地における早期の災害復旧、土砂災害警戒区域等の指定促進、県内各
地の災害復旧事業等の推進について、要望書を提出するとともに、議長・
知事会談において、被災者の方々の生活再建に向けた、きめ細やかな対応
等を要請しました。 
　今後とも、被災された皆様の一日も早い生活再建を初めとして、被災箇
所の早期復旧が図られるよう、県当局と一体となって対応してまいります。 

委 員 長  蒲 原 敏 博  
委　　員 渡 辺 典 子  
委　　員 尾 熊 良 一  
委　　員 井 原 　 修  
委　　員 安 井 裕 典  
委　　員 山 木 靖 雄  

委員長　森川家 忠  
委　員　渡 辺 典 子  
委　員　尾 熊良 一  

委　員　福 知 基 弘  

副委員長  下 原 康 充  
委　　員 上 田 泰 弘  
委　　員 窪 田 泰 久  
委　　員 田 川 寿 一  
委　　員 門 田 峻 徳  
委　　員 松 浦 幸 男  

●
広
島
市
に
お
け
る
局
地
的
な
豪
雨
に
伴
う
災
害
対
策
を
求
め
る
意
見
書
 

●
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
 

●
半
島
振
興
法
の
延
長
及
び
充
実
を
求
め
る
意
見
書
 

●
「
緊
急
事
態
基
本
法
」の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書
 

●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
係
る
周
知
等
の
措
置
を
求
め
る
意
見
書
 

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
 

 

補
正
予
算
二
件
、
条
例
案
二
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
三
件
　
不
採
択
 

●
「
広
島
へ
の
定
住
促
進
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
回

帰
の
希
望
者
へ
減
災
に
向
け
た
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

の
取
り
組
み
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
広
島
県
な
ら

で
は
の
特
徴
あ
る
定
住
促
進
策
を
展
開
す
る
こ
と
。 

●
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
国
や
市

町
と
の
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
広

報
に
よ
り
県
民
へ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
る

こ
と
。 

●
「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
見
直
し
に

あ
わ
せ
て
新
た
に
設
定
す
る
目
標
は
、
県
民
に
説
明

で
き
る
、
到
達
す
べ
き
目
標
を
設
定
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈国
の
地
方
創
生
へ
の
動
き
に
適
切
に
対
応
し

た
取
り
組
み
な
ど
 

9月29日開催開催 9月29日開催 

補
正
予
算
三
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

 
●
八
月
豪
雨
災
害
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
早
期
発

注
・
早
期
完
成
や
被
害
防
止
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
被
災
者
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

●
県
営
林
事
業
で
の
木
材
生
産
に
つ
い
て
は
、ヒ
ノ
キ
需

要
や
民
間
施
業
者
の
生
産
状
況
な
ど
を
考
慮
す
る

と
と
も
に
、安
定
的
・
長
期
的
な
視
点
か
ら
経
営
改
善

に
努
め
る
こ
と
。ま
た
、直
接
協
定
取
引
の
導
入
拡
大

に
当
た
っ
て
は
、透
明
性
・
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
。 

●
米
価
下
落
へ
の
対
策
は
、生
産
者
と
十
分
に
話
し
合

い
つ
つ
、非
主
食
用
米
へ
の
作
付
誘
導
や
水
田
へ
の

園
芸
作
物
の
導
入
を
検
討
し
、国
に
対
す
る
緊
急

の
要
請
を
検
討
す
る
な
ど
、激
変
緩
和
策
に
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
さ
ら
な

る
取
り
組
み
な
ど
 

補
正
予
算
二
件
、
条
例
案
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル（
仮
称
）」
の
設
置

に
当
た
っ
て
は
、
多
様
な
生
徒
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
門
戸
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

市
立
学
校
と
し
て
設
置
・
運
営
す
る
に
当

た
り
、
県
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

●
県
立
広
島
大
学
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
大

学
の
取
り
組
み
が
、
卒
業
後
の
成
果
と
し
て

ど
う
表
れ
る
か
と
い
う
視
点
で
の
客
観
的

な
評
価
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

●
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
立
地
す
る
学
校
に

つ
い
て
、
現
状
の
把
握
と
今
後
の
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
建
設
す
る
場
合
の

規
制
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈公
用
車
の
車
両
事
故
の
減
少
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
二
件
、
条
例
案
五
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
三
件
 

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
） 

●
女
性
の
再
就
職
の
支
援
に
当
た
っ
て
は
、出
張
相
談

等
の
効
果
の
検
証
と
と
も
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連

携
強
化
を
さ
ら
に
検
討
し
て
県
内
全
域
に
お
け
る

女
性
の
再
就
職
の
促
進
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

●
待
機
児
童
緊
急
対
策
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

保
育
士
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
や
潜
在
保
育
士

の
掘
り
起
こ
し
と
就
業
促
進
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
所
内
保
育
施
設
の
拡
充
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。 

●
「
広
島
県
『
み
ん
な
で
減
災
』
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」

の
検
討
・
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
県
の
防

災
・
減
災
に
係
る
取
り
組
み
に
加
え
、
命
を
守
る
た

め
に
重
要
な
自
助
・
共
助
も
、
よ
り
一
層
促
進
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
課
題
な
ど
 

補
正
予
算
四
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
六
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
今
回
の
被
災
者
に
対
す
る
県
営
住
宅
の
無
償
提
供
に

つ
い
て
は
、無
償
期
間
の
延
長
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
。ま
た
、県
営
緑
丘
住
宅
か
ら
の
避
難
者
に
対
し

て
は
、県
営
住
宅
の
存
廃
な
ど
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
早
期
に
的
確
な
情
報
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。 

●
被
害
を
受
け
た
土
地
の
買
収
に
つ
い
て
は
、家
屋
の
被

災
状
況
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
く
、砂
防
事
業
用

地
と
し
て
必
要
な
用
地
を
買
収
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
方
針
は
他
の
公
共
事
業
と
同
様
で
あ
る
こ
と
。 

●
公
共
土
木
施
設
の
防
災
・
減
災
対
策
に
係
る
補
正
予

算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、県
内
各
地
の
河
川
や
砂
防
ダ
ム

に
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
に
不
安
を
抱
く
地
域

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、事
業
を
実
施
さ
れ
た
い
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
の

見
直
し
な
ど
 

補
正
予
算
二
件
、
条
例
案
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
児
童
買
春
や
児
童
ポ
ル
ノ
な
ど
児
童
が
被

害
者
と
な
る
事
案
は
、
取
り
締
ま
り
を
一

層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
児
童
に
対
し
て
も
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
危
険
性
を
理
解
さ
せ

る
よ
う
、
教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

●
被
災
地
に
お
け
る
防
犯
対
策
は
、警
察
の
存

在
感
を
示
す
こ
と
で
、被
災
地
住
民
の
安
心

感
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
災
害

発
生
時
に
お
け
る
犯
罪
の
未
然
防
止
に
向

け
、積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。 

●
非
正
規
雇
用
者
の
減
少
や
正
規
雇
用
者
の

さ
ら
な
る
増
加
に
資
す
る
雇
用
対
策
事
業

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え

た
フ
ラ
ン
ス
で
の
広
島
フェア
開
催
な
ど
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の
審
査
結
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本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の 
受付までお越しください。 
● 受付／午前9時～ 
● 先着順に50名まで 

本会議等の行事のない日は、本会議場
の団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時 
  （土・日、祝日等を除く） 
【問い合わせ先】 
総務課　　　 082－513－4721

委員会の審議状況が、議会棟1階の 
モニターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～ 
● 定員36名（希望者多数の場合抽選） 

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、
ホームページでお知らせします。 

視覚障害者の方へ「点字版」と「音
声版（テープ版・デイジー版）」を発
行しています。ご希望の方は県議会
事務局政策調査課までご連絡ください。 

副委員長  沖 井 　 純  
委　　員 瀧 本 　 実  
委　　員 下 森 宏 昭  
委　　員 東 　 保 幸  
委　　員 犬 童 英 徳  

議長・知事会談 

要望書の提出 建設委員会現地調査 


